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令和３年度高知県高等学校体育大会 

バドミントン専門部新型コロナウイルス感染拡大防止対策ガイドライン 

 本専門部の主管大会における新型コロナウイルス感染対策を下記の通り定める。 
バドミントン競技運営上の感染対策留意事項 
（１）コート内外での感染予防（引率教員が指導） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ①開閉会式は行わない。（連絡事項のみ放送で行う） 

 ②競技方法の工夫。（ショートゲームを行う） 

 ③共有物の適切な管理、消毒を徹底する。 

 ④各客席は各校でマスク着用。またアルコール消毒液、石鹸等の準備も各校で行う。 

 ⑤水分補給は個人単位で準備を徹底。 

 ⑥引率責任者による自校生徒の健康管理（健康観察や検温等）の徹底。 

体温計は各校で準備する。 

 ⑦会場内の換気（できれば 2方向の窓を同時に開ける）の徹底。その際、 

温度及び湿度管理に努める。 

 （ある程度通路・窓は開放したまま競技を行います。羽に対し風の影響あり） 

 ⑧会場内の人の密度をできる限り減らす。 

  →入場制限（無観客試合を実施します。部員は一部入場可） 

  →原則として大会会場には各校の部員、顧問(引率教員)、校長が許可をした 

外部コーチのみ入場とする。学校長が許可をした委託の取材業者は可。 

  →部員の滞在時間を可能な限り短くする 

（試合後は敗者審判をすませ各学校単位で帰宅させる）。 

 ⑨近距離での会話や発声はできる限りしない。ベンチ等での応援も拍手のみで行う。 

 ⑩団体戦はベンチを置かず、コーチング席２席のみとする。 

 ⑪観客席での待機はソーシャルディスタンスを意識する。 

（ラケットバックなどを間に置き隣同士座らない工夫をする）       

 ⑫「高体連危機管理マニュアル」を参考に大会実施までの流れを予め確認し周知す 

ること。 

 ⑬下駄箱使用禁止。（各校でビニール袋等用意し管理） 

 ⑭更衣室、トイレ等複数人で入らない。 

 ⑮コートサイドのかごは準備しない。各自でラケットケースやキャリーなどに入れ 

コートイン。 

⑯試合開始時対戦相手と握手はしない。 

⑰ダブルスでのハイタッチ等の接触は避ける。 



（２）審判員の注意点 

 

 

 

 

 

 

 

（３）参加者の注意点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ①マスクの着用。（熱中症に注意し気分が悪いときは外すが私語厳禁） 

 ②主審、線審、得点版等は入れ替わるたびにコートに備え付けの消毒液とタオルに 

て消毒する。 

 ③握手は行わない。（じゃんけん等選手同士の距離をとる） 

 ④得点・ジャッジ等のコールは大声を上げず行う。 

（主審・線審のアイコンタクト、得点板で点数確認） 

 ①応援は拍手のみ。 

 ②各コートの上１列（２列）など指定場所での応援。 

（その際は密を避けるため席を１人分あける工夫） 

 ③弁当、飲み物等各自・各校で持ち帰り。 

  飲食の時は少人数で向かい合わずに短時間ですませる。 

 ④会場ルールを守る。 

（シューズの履き替え、下駄箱使用禁止、トイレの使用など） 


